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い
た
し
ま
す
！
（
Ｈ
Ｐ
７
日
付
） 

 

来
年
度
の
地
方
交
付
税 

保
健
師
増
員 

感
染
症
対
応
以
外
も 

本
村
議
員
に
総
務
省
回
答 

  

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
来
年
度
の

地
方
交
付
税
の
積
算
内
容
で
、
保
健

所
の
保
健
師
に
つ
い
て
感
染
症
対

応
以
外
も
増
や
す
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
本
村

伸
子
衆
院
議
員
に
答
え
た
も
の
で

す
。 今

年
度
の
地
方
交
付
税
の
積
算

内
容
で
は
、
１
７
０
万
人
の
標
準
団

体
（
都
道
府
県
）
の
保
健
所
保
健
師

は
、
８
８
人
で
算
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
総
務
省
は
来
年
度
地
方
財
政
措

置
で
感
染
症
対
応
の
保
健
師
の
増

員
を
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
お
こ
な
っ
た

保
健
師
の
配
置
実
態
調
査
を
ふ
ま

え
て
感
染
症
以
外
の
人
員
の
部
分

も
見
直
す
と
し
ま
し
た
。
来
年
度
、

市
立
平
井
こ
ど
も
園
（
百
々
町
）

の
園
庭
前
の
市
道
の
幅
を
広
げ
る

計
画
が
あ
り
、
地
域
か
ら
「
通
過
車

が
増
え
て
、
危
な
い
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。 

豊
田
市
の
こ
ど
も
園
を
考
え
る

会
は
２
月
１
０
日
、
「
平
井
こ
ど
も

園
前
の
道
路
拡
帳
・
整
備
と
交
通
安

全
問
題
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
市
長

あ
て
の
申
し
入
れ
書
を
保
育
課
長

に
渡
し
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
一
昨
年 

１
２
月
、
３
０
人
程
で
地
元
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
様
々
な
疑
問
や
賛
成

で
き
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
測
量
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

標
準
団
体
で
１
０
２
人
（
感
染
症
対

応
保
健
師
６
人
増
、
そ
の
他
の
保
健

師
８
人
増
）
で
算
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

現
場
の
声
や
自
治
労
連
の
職
場

実
態
調
査
な
ど
、
保
健
師
の
増
員
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
共
産
党
国

会
議
員
団
は
「
抜
本
的
に
増
員
で
き

る
地
方
財
政
措
置
を
」
と
求
め
て
き

ま
し
た
。（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
７
日
付
） 

 

県
保
健
所
は
極
限
状
態 

愛
知
県
当
局
は
具
体
的
な
対
処
を 

 

愛
知
県
の
保
健
所
は
、
２
６
保
健

所
２
支
所
１
分
室
（
９
４
年
）
で
し

た
が
、
愛
知
県
の
第
３
次
行
政
「
改

革
」
や
地
域
保
健
法
全
面
施
行
（
９

７
年
）
で
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
田
・
豊
橋
・
岡
崎
の
３
市
が

中
核
市
へ
移
行
で
保
健
所
を
設
置

し
た
た
め
、
１
２
保
健
所
９
保
健
分

室
（
０
８
年
）
と
な
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
県
保
健
所
の
保
健
師
も

２
２
３
人
（
９
４
年
）→

１
２
４
人

（
１
４
年
）
と
大
幅
に
削
減
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
県
保
健
所

の
職
員
は
こ
の
間
、
文
字
通
り
日
夜

を
分
か
た
ず
休
日
も
返
上
し
て
必

死
の
思
い
で
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
峙
し
、
県
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
頑
張
っ
て

い
ま
す
。（
党
県
委
員
会
２
日
付
） 

市
が
提
示
し
た
道
路
拡
張
・
整
備

計
画
（
Ａ
案
）
に
対
し
、
１
２
年
前

に
地
元
自
治
区
か
ら
、
こ
ど
も
園
前

を
回
避
す
る
計
画
（
Ｂ
案
）
が
提
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
数
年
が
経
過
し

て
、
保
護
者
の
駐
車
場
が
狭
い
た

め
、
道
路
を
挟
ん
で
、
こ
ど
も
園
の

前
に
駐
車
場
が
造
営
さ
れ
ま
し
た

が
、
横
断
歩
道
さ
え
な
く
、
い
つ
交

通
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。
地
元
住
民
の
皆
さ
ん

が
、
従
来
の
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
た

道
路
を
通
る
通
過
車
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
安
全
な
道
路
を
造

っ
て
ほ
し
い
」
と
強
く
要
望
さ
れ
る

こ
と
は
、
交
通
事
故
防
止
か
ら
も
当

然
で
す
。 

こ
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
が
大

変
心
配
さ
れ
、
地
域
住
民
へ
の
影
響

も
計
り
知
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
①

道
路
整
備
計
画
の
経
緯
を
検
証
し
、

住
民
・
園
関
係
者
・
市
民
の
意
見
を

十
分
聴
い
て
、
計
画
を
見
直
す
こ
と 

②
こ
ど
も
園
の
こ
ど
も
た
ち
を
始

め
、
住
民
の
交
通
安
全
を
第
一
に
し

て
、
保
育
課
、
土
木
課
、
交
通
安
全

防
犯
課
な
ど
が
連
携
し
て
、
交
通
事

故
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
」
を 

要
望
し
ま
し
た
。 

 

国
の
来
年
度
予
算
案
で
、
保
健
所

の
感
染
症
対
応
の
保
健
師
と
共
に
、

そ
れ
以
外
の
保
健
師
も
増
員
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
！ 

 

現
場
の
声
、
自
治
労
連
の
皆
様
の

実
態
調
査
な
ど
で
も
増
員
が
必
要

な
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し

た
し
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
も

私
も
質
問
で
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

地
方
交
付
税
の
積
算
の
内
容
で

す
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
増
や
す
と

言
わ
な
い
と
自
動
的
に
は
増
え
ま

せ
ん
。 

 

国
が
地
方
交
付
税
の
積
算
の
内

容
を
増
や
し
た
の
だ
か
ら
、
う
ち
の

自
治
体
で
も
保
健
師
を
正
規
で
増

や
す
よ
う
強
く
求
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

根本みはる市会議員（中央）も同席 

もとむら伸子衆院議員 
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日
本
共
産
党
の
拳
母
南
支
部
に

１
月
下
旬
、
市
内
の
山
ノ
手
公
園
に

あ
る
東
屋
の
ベ
ン
チ
は
足
元
の
地

面
が
減
っ
て
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
が
出

て
い
て
危
な
い
（
上
写
真
）、
と
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

拳
母
南
支
部
の
人
た
ち
が
現
地

を
確
認
し
て
写
真
を
撮
っ
て
２
月

上
旬
、
豊
田
市
の
公
園
緑
地
つ
か
う

課
に
整
地
を
要
望
し
ま
し
た
。
対
応

し
た
職
員
さ
ん
は
説
明
を
聞
い
て

了
承
さ
れ
、
整
地
を
す
る
方
向
で
回

答
。 私

も
現
地
を
確
認
し
よ
う
と
２

月
上
旬
に
行
っ
た
ら
、
す
で
に
整
地

が
済
ん
で
い
て
、
足
元
の
ブ
ロ
ッ
ク

が
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
下

写
真
）。
市
の
早
い
対
応
に
感
謝
を

い
た
し
ま
す
。 

引
き
続
き
地
域
の
要
望
を
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

で
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
っ
た
ら
左

下
に
あ
る
生
活
相
談
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

２
月
７
日
に
豊
田
市
内
で
、
第
２

９
回
国
保
問
題
学
習
交
流
会
が
開

か
れ
、
１
３
人
が
参
加
し
ま
し
た

（
左
写
真
）。
主
催
は
豊
田
市
国
保

制
度
の
改
善
を
求
め
る
連
絡
会
。 

同
会
の
関
口
哲
男
事
務
局
長
は
、

豊
田
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
委
員
（
被
保
険
者
代
表
）
も

務
め
て
い
ま
す
。
以
下
は
関
口
さ
ん

に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
初
に
連
絡
会
の
会
長
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
事
務
局
長
か

ら
、
昨
年
１
１
月
の
第
２
回
豊
田
市

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

「
来
年
度
の
国
保
会
計
は
１
１
億

４
千
万
円
が
不
足
す
る
見
通
し
で
、

そ
の
不
足
分
を
ま
か
な
う
二
通
り

の
案
が
、
国
保
年
金
課
か
ら
提
案
さ

れ
た
。
一
つ
は
国
保
税
を
一
人
平
均

年
額
２
４
０
０
円
引
き
上
げ
る
案
、

も
う
一
つ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

考
え
て
据
え
置
き
と
す
る
案
。 

 

提
案
を
受
け
て
、
引
き
上
げ
は
仕

方
な
い
が
で
き
る
だ
け
少
し
ず
つ

上
げ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
多
く

出
た
。
採
決
が
行
わ
れ
、
１
３
人
の

う
ち
１
２
人
が
引
き
上
げ
案
に
賛

成
、
１
人
が
据
え
置
き
案
に
賛
成
。

多
数
決
で
引
き
上
げ
案
に
決
ま
っ

た
。
１
２
月
に
市
長
に
答
申
さ
れ
、

こ
の
後
３
月
市
議
会
で
検
討
さ
れ

る
。」 

 

こ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
参
加

者
か
ら
た
く
さ
ん
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
４
年
前

に
、
そ
の
運
営
が
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
７
年

後
の
国
保
税
（
料
）
率
県
内
統
一
を

目
指
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
豊
田
市

で
は
国
保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
私
た
ち

は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

今
議
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
り

ま
す
。 

◆
１
９
日
（
金
）…

開
会 

◆
２
２
日
（
月
）
代
表
質
問 

２
４
日
（
水
）
～
２
６
日
（
金
） 

…

一
般
質
問 

◆
３
月
１
・
２
・
８
日 

…

予
算
決
算
委
員
会 

◆
９
日
（
火
）
～
１
５
日
（
月
） 

…

常
任
委
員
会
・
予
算 

決
算
分
科
会 

◆
１
７
日
（
水
） 

…

予
算
決
算
委
員
会 

◆
１
８
日
（
木
）…

採
決
・
閉 

 

 
 
 
 

会 

  

前 

後 


